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生活習慣病や心血管病の発症機序の解明と有
効な治療・予防法の確立は重要な課題であり、
これらの疾患における炎症の重要性が注目され
ている。この炎症は、病原体の関与がないこと
から無菌性炎症と呼ばれ、新たな自然炎症経路
として発見されたインフラマソームを介して惹起さ
れる可能性が示されている。

疾患動物モデルでのインフラマソームの
役割の解明
心筋梗塞や動脈硬化、腹部大動脈瘤、脂
肪肝、肥満、慢性腎臓病など様々な疾患モ
デルの病態におけるインフラマソームの関与
を明らかとしている。

インフラマソーム活性化機序の解明
心虚血再灌流でのインフラマソームを介した
初期炎症が、間質細胞（心線維芽細胞）を
場として起こり、炎症の拡大に寄与しているこ
とを解明し，リン酸カルシウム結晶等の新たな
心血管ストレスを同定している。さらにインフラ
マソーム構成分子がインフラマソームとは独立
した機能を有しているとの新たな知見も得てい
る。新規薬剤や分子診断マーカーのスクリー
ニングは現在も継続中である。生活習慣・心血管ストレスから炎症に至る感知機

構について、インフラマソームを中心に解明し、そ
れを制御することで疾患の治療や予防に応用でき
るかを検証する。インフラマソーム阻害薬のスク
リーニングによる新規治療法の開発やインフラマ
ソーム関連分子診断マーカーの同定を目指す。

代表論文：Circulation, 123:594-604, (2011)
受賞：Circulation誌におけるCirculation’s Best Paper 
Award of Basic Science　2011 (2012年11月)

生活習慣病や心血管病を含む、炎症の関与
する様々な疾患での病態の解明と、これを利
用した新たな診断・治療・予防法の開発へ
の貢献がみこまれる。また、これらの疾患は、

国民の健康だけでなく、医療費の観点からも
大きな負担となっていることから、本研究の成
果は大きな経済的効果をもたらすことが期待
される。
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図1　虚血再灌流が心線維芽細胞におけるインフラマ
ソームを活性化して初期炎症を引き起こし、さらに炎症
細胞浸潤を誘導することで炎症の拡大と心傷害が生じ
ることを明らかとした。

図2　リン酸カルシウム結晶がインフラマソームを活性化
し、動脈硬化における炎症を惹起することを明らかとした。


